




3. 2. モバイル機器での単独動作

歩行経路ナビは、 最終的には視覚障がい者の方

の単独歩行の役に立つことを想定しています。 そ

のため、 歩行中は常に稼働していることが望まし

いです。 歩行経路ナビは、 ネットワ ー クを利用し

ません。 モバイル機器のカメラのみをセンサとし

て利用し、 かつその情報処理は、 モバイル機器内

に保持したデ ー タベ ー スのみを参照して実行され

ます。 また、 アルゴリズムは簡潔かつ頑健で、 カ

メラから画像が1枚得られさえすれば、 その画像

のみから計画歩行経路上の位置を推定します。

3. 3. 歩行経路上の位置推定精度

目標とする精度は計画歩行経路に沿ってlm程

度を確保できることを目指しています。 視覚障が

い者との議論で、 歩行支援であればlm程度の位

置推定精度が望ましいという意見がありました。

これは体の幅に相当しますし、 白杖が簡単に届く

距離でもあります。 この精度を達成することで初

めて、視覚障がい者に対する現実的なナビゲ ー ショ

ンと言えます。 例えば、 自動券売機l台、 自動販

売機l台、 お店に入る入口のドアなどに到達する

ためには、 lm以下の精度が必要 です。 一 方で、

歩行時のナビゲ ー ションとしてのユ ー ザインタ

フェ ー スの観点からは、 lm単位の下の10cm単位

の精度はそれほど必要 ではないということもわ

かってきました。 lm以下のところでは、 白杖を

用いて実際に確認して頂いた方が早くて確実です。

3. 4. 計画された歩行経路に限定したナビゲー ション

まだ 行ったことがない目的地や行くのに慣れて

いない目的地に向かって歩行する状況を想定してい

るので、 歩行経路から外れたままでの歩行支援は想

定しません。 この限定は、 モバイル機器での単独動

作を実現するために役立ちます。 一方で、 計画され

た歩行経路から外れないよう丁寧にナビゲ ー ション

することが必要となります。 そのためのユ ー ザイン

タフェ ースの研究も進めています（3. 6.節）。

なお、 視貨障がい者の方との議論を通じて、 自

由に街を歩き回りたいというよりは、 街の様子を

まず知りたい、 という希望が強いということがわ

かりました。そのため、実際に歩行外出をする前に、

バ ー チャル散歩できることが望まれています。 本

研究の技術の一部は、 視覚障がい者の方に向けた

バ ー チャル散歩の実現のために転用できるよう考

えてあります。

3. 5. 計画された歩行経路に沿った事前撮影映像の用意

我々が提案する歩行経路ナビの前提になるのが、

計画された歩行経路に沿った映像を予め撮影しに

行くことです。 その事前撮影映像を解析してデ ー

タベ ー スの形に変換し、 そのデ ー タベースをモバ

イル機器に格納します。 そのモバイル機器を持っ

て、 視覚障がい者が歩行外出します。

事前撮影映像を用意することは提案手法の欠点

ではないかという意見はあります。 しかしながら、

支援者の同行が得られないと、 視覚障がい者は外出

を諦めているのが現状です。 提案手法ではあれば、

歩行経路さえ定めれば、 支援者は視覚障がい者と同

行する必要はなく、 それに先立って時間のある時に

その経路に沿って映像を撮影して来るだけでよいの

です。 映像の受け渡しは電子的に行えば済みます。

またこの方式のよい副産物として、 経路の安全確認

を事前に行えることが挙げられます。

もう 一 つのよく 頂く意見として、 Google社の

Google Street Viewで の 画 像 や、 最近で はOpen

Street Map上でのMapillary社の路上画像閲覧サ ー

ビスなどを利用すれば、 事前撮影映像の代替にな

るのではないかという意見があります。 特に後者

はCC-by-SAによってオ ー プンアクセスが可能で

す。 これについては、 3.1.節でも述べたように、

私有地等では利用できないという制約が可用性を

損ねます。 また、 技術的見地から見ても、 こうし

た画像の多くはその道路の車道上で撮影されてい

て、 歩道や歩行者が歩く部分に関しては情報が欠

けていることが多いのが現状です。

なお、 事前撮影映像および実際の歩行時のどち

らでも、その前や周りに他の歩行者や車両等があっ

ても問題ありません。 こうした外乱に頑健な手法

を、 歩行経路ナビのた め に 研 究開発しました。

カメラ映像が先行歩行者の姿で覆われてしまうよ

うな状況では位置推定は不能になりますが、 経験

上、 白杖を利用した歩行ではそのような状況には

ほぽなりません。 事前撮影映像の撮影時には、 宦

方との距離が詰まらないように気を付ける程度­

十分な映像となります。
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